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表 コンピュータリテラシ A, B の 4 クラス同時開講の割り振り
火曜日 1 時限 木曜日 1 時限
講師 A 講師 E
講師 B 講師 F
講師 C 講師 G
講師 D 講師 H
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なので学習項目は最低限を考える。理工学部がコンピュータリテラシ A, B で要望しているのは，コンピ
ュータリテラシ A は政法文の合同科目である情報処理 A と情報処理 B の一部を併せた内容であり，コン
ピュータリテラシ B では Excel のマクロや VBA（Visual Basic for Application）である。コンピュータリ
テラシ A はプログラミングの知識が無くてもアプリケーションソフトの使用経験で教えられるが，VBA
は Visual Basic というプログラミング言語を使用できるようにするということである。理工学部のコン










Excel のセルと Visual Basic コマンドとの連携
関数の種類とその使い方
制御用コマンドの使い方
ここに述べた後半の二つは Excel とは直接関係なく，Visual Basic プログラミングコードを知るという













どれも認証を付けての利用にできるが，3 番目の Web サイトはホームページのメンテナンスの問題が
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